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本
市
で
は
昭
和
61
年
に

「
平
和
都
市
宣
言
」、平
成
8

年
に「
核
兵
器
廃
絶
宣
言
」

を
制
定
し
て
お
り
、こ
の
精

神
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
、

平
成
8
年
度
か
ら
中
学
生

平
和
交
流
団
を
長
崎
市
へ
派

遣
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、県
内
外
で

の
平
和
学
習
を
通
し
て
、未

来
を
担
う
中
学
生
が
戦
争
の

悲
惨
さ
、平
和
の
尊
さ
を
学

び
、次
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。今
回
で
19
回
目
と
な
る

今
年
度
は
、昨
年
度
に
引
き

続
き
長
崎
市
を
訪
問
し
、全

国
か
ら
参
加
し
た
小
中
学
生

と
交
流
を
深
め
な
が
ら
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

平成26年度浦添市中学生平和交流事業

戦争のない
　　 平和な世界を願って

問い合わせ　
国際交流課　☎876-1234（内線2611）

◆
事
前
研
修

　
【
浦
添・沖
縄
戦
を
知
る
】

　

事
前
研
修
で
は
沖
縄
戦
に
つ
い

て
の
ビ
デ
オ
学
習
や
各
戦
跡
巡
り

を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、轟
の
壕

（
ト
ゥ
ド
ゥ
ル
チ
ガ
マ
）で
は
、実
際
に

壕
の
中
に
入
り
、懐
中
電
灯
を
消

灯
し
て
暗
闇
を
体
験
し
ま
し
た
。

避
難
民
達
が
ど
の
よ
う
な
気
持
ち

で
ガ
マ（
壕
）に
身
を
潜
め
て
い
た
の

か
を
想
像
し
な
が
ら
沖
縄
戦
の
恐

ろ
し
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

　戦争がどれだけ
悲 惨なものかを
知った。沖縄だけで
なく長崎のこともた
くさん学んだ。原爆
のことをたくさん教
えてもらい悲しいこ
とだと感じた。これ
から戦争を絶対にやらないようにして
いきたい。

　戦争の悲惨さを
学ぶことができ、沖
縄の地上戦だけで
はなく、長崎、広島
の原子爆弾のこと
も次の世代に伝え
ていきたいと思っ
た。戦争体験者に
も多くの人に自分の体験を語りついで
ほしいと思う。

　原爆の恐ろしさ、
平和の大切さを学
び、戦争は二度と繰
り返してはいけない
と思った。僕たちは
次世代にも、過去に
あった記憶を伝えな
ければならない義務
がある。少しでもこの世界から戦争がな
くなるように、まず身近なところから平
和と戦争について伝えていきたい。

　長崎では、原爆
のことについて学
んだ。被爆者の話
を聞いたときは、と
ても心が痛くなっ
た。このようなこと
を風化させないよ
う、私たちが次世代
へと繋げていこうと思う。

　平和交流団に参
加して学んだこと
は、原爆の恐ろしさ
と残酷さである。
　研修で学んだこ
とを多くの人に広め
て少しでも核兵器
廃絶と世界に貢献
していきたい。

　沖縄戦や長崎の
原爆の悲惨さを改
めて学び、平和の大
切さを実感した。戦
争や原爆体験者の
話を聞き、自分自身
も平和について考
える良い 機 会に
なった。みんながつくりあげてきた平
和は、一人ひとりが手を取り合って守っ
ていかなければならないと思った。

　原爆について深
く知ることができ
た。被爆者の話や
実際の写真など、
原爆はとても悲しく
辛 いことだと分
かった。他県の人達
との意見交換など
で学びある４日だった。このことを忘れ
ずもっと平和を広げていきたい。

　戦争は、絶対に
起こしてはならない
ことだと改めて実
感した。戦争につい
ての、話を聞いた
り、資料を見たこ
と、今回学んだこと
を次世代へ伝えて
いき、平和な世界を目指していきた
い。

　今回見聞きした
ことや感じたこと
から、自分の視野
が広がり、平和に
対する考えが深
まった。平和を発
信するために、自
分の意見をはっき
りさせ伝えていくことが必要だと思
う。

　辛く悲しい記憶
を思い出して話をし
てくれた被爆者の
方達の思いを無駄
にはせず、沖縄で学
んだこと、長崎で学
んだことを、もう二
度と戦争を繰り返
さないように周りの人達にも伝えてい
きたい。

浦添中 伊波大空港川中 新田光利浦西中 畦町泰士 神森中 喜屋武歩馬

浦添中 石新笑生仲西中 宮城歩未神森中 仲間夢乃港川中 渡慶次結（班長）浦西中 我部愛海

仲西中 我那覇隆則（副班長）

◆
本
研
修

　

青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

8
月
8
日
、9
日
に
は
、全
国

か
ら
集
ま
っ
た
小
中
学
生
や
高
校

生
ら
と
被
爆
の
実
相
を
学
び「
平

和
の
尊
さ
」に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
積
極
的
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、「
平
和
な
世
界
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
に
〜
届
け
よ

う
！
平
和
の
想
い
を
私
か
ら
〜
」

を
テ
ー
マ
に
平
和
宣
言
文
を
作
成

し
ま
し
た
。

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
交
流
会

　

交
流
会
で
は
、全
国
の
皆
さ
ん

の
前
で
エ
イ
サ
ー
を
披
露
し
ま
し

た
。会
場
中
に
パ
ー
ラ
ン
ク
ー
が
響

き
渡
り
み
ん
な
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

平
和
祈
念
式
典

　

被
爆
69
周
年
と
な
っ
た
今
回
の

式
典
で
は
、国
内
外
か
ら
多
く
の

方
が
参
列
し
、核
兵
器
廃
絶
、恒

久
平
和
を
願
う
と
と
も
に
、原
爆

の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
祈
り
ま
し
た
。ま
た
、原
爆

落
下
中
心
地
と
平
和
祈
念
像
前

で
平
和
集
会
を
開
き
、自
分
達
で

作
成
し
た
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

朗
読
し
ま
し
た
。

恵
み
の
丘
長
崎
原
爆
ホ
ー
ム

【
被
爆
体
験
講
話・交
流
会
】

　

永
瀬
カ
ズ
子
さ
ん
か
ら
被
爆
体

験
を
聴
き
ま
し
た
。7
歳
の
時
、

原
爆
で
家
族
を
亡
く
し
た
悲
し
い

体
験
や
、焼
け
野
原
と
な
っ
た
原

爆
投
下
時
の
悲
惨
な
様
子
な
ど

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
語
っ
て
頂
き

ま
し
た
。施
設
入
所
者
と
の
交
流

会
で
は
、交
流
団
が
披
露
し
た
エ

イ
サ
ー
に
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
も
あ
が

り
ま
し
た
。

◆
事
後
研
修

　

浦
添・沖
縄
戦
を
学
ん
だ
事
前

研
修
や
長
崎
で
の
本
研
修
を
振

り
返
り
、学
習
の
成
果
を
市
長
に

報
告
す
る

と
と
も
に
、

一
人
ひ
と
り

に
ピ
ー
ス

メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
と
し

て
認
定
証

が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

◆
宮
崎
県
日
向
市
と
の
交
流
会

　

太
平
洋
戦
争
中
に
浦
添
国
民

学
校(

現
在
の
浦
添
小
学
校)

の
疎

開
先
で
あ
っ
た
日
向
市
か
ら
中
学

生
平
和
交
流
団
が
来
市
し
、8
月

20
日
に
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。交
流
会
で
は
、疎
開
体
験
者

を
交
え
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
、当
時
の
疎
開
生
活
の
話
を

聞
き
、
疎

開
に
つ
い
て

学
び
ま
し

た
。

▲永瀬カズ子さん


